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今
、
日
本
国
憲
法
第
二
十
五
条

（
す
べ
て
国
民
は
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有

す
る
。
）
が
危
な
い
。

　
ニ
ー
ト
、
非
正
規
雇
用
、
過
疎
化
、

福
祉
等
、
格
差
の
拡
大
が
何
故
起
き

る
の
か
。

　
市
場
万
能
主
義
偏
重
の
功
罪
を
腰

を
据
え
て
考
え
る
時
が
き
た
の
で
は

な
い
か
。

　
田
舎
の
老
夫
婦
は
孫
に
財
産
を
継

い
で
も
ら
う
生
き
が
い
を
奪
わ
れ
、

田
畑
・
墓
を
守
る
気
力
さ
え
な
く
な

り
、
一
生
を
終
え
て
い
く
。
な
ん
と

か
と
し
な
く
て
は
・
・
・
。�
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遠

藤

俊

寛

「議会だ
より」に

対するご
意見を

お待ちし
ておりま

す。
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伯耆町の
イベント

　
平
成
十
八
年

度
は
第
二
十
七

回
の
ま
つ
り
を

雪
の
舞
う
三
月

十
日
〜
三
月
十

一
日
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
」
は
、

日
光
地
区
の
大

き
な
行
事
と
し
て
、

住
民
の
皆
さ
ん

の
ふ
れ
あ
い
の

場
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
の
お

一
人
お
一
人
が
、
何
か
の
形
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
い

う
気
持
ち
で
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
れ
が

日
光
ら
し
さ
の
暖
か
い
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
会
場
は
作
品
展
示
、
地
域
の
方
の
写
真
、

油
彩
展
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
光
女
性
会
の

リ
サ
イ
ク
ル
、
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
地
域
の

特
産
品
が
並
び
、
会
話
も
弾
み
ま
す
。
作
品
展
示
会

場
は
、
各
集
落
の
老
人
会
、
女
性
会
の
皆
さ
ん
の
手

作
り
の
作
品
、
小
学
校
児
童
、

保
育
園
児
の
作
品
、
こ
れ
ら
の

作
品
が
会
話
に
と
つ
な
が
り
ま

し
た
。
今
年
も
元
気
で
参
加
で

き
て
よ
か
っ
た
、
来
年
も
元
気

で
参
加
し
な
く
て
は
と
、
こ
の

言
葉
が
す
べ
て
を
語
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
（
日
光
公
民
館
）

日光　ふるさとまつり日光　ふるさとまつり日光　ふるさとまつり
テーマ　出会い　ふれあい　ふるさと再発見


